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Χχ֪͔Βந出ͨ͠ߴ෼ࢠキνϯ͕
キϟϕπのੜҭɾऩྔ等にٴ΅すӨڹ

ˎ৿࿡ࣜג会ࣾ

（2）土壌環境ɿ表૚෗২質ࠇϘク土（෗২૚
50～�0cm）、表૚は壌土（෗২含量５～̓
�）、下૚は৥壌土～৥土で೪質、土壌の
理化学性に問題はなく生産力は高い。

（3）試験規໛
・ะ場面ੵɿ39m ʷ 23m
・試験区

対র区（農家׳行栽培）ɿ18m2�区、２
൓෮
開ൃ඼බശࢪ用区ɿ10�5ml区�ശ、50ml
区�ശ、６m2�区、２൓෮
開ൃ඼生育期葉面ࢄ෍区ɿ５ml�m2区、
50ml�m2区、６m2�区、２൓෮

試作෺ڙ（4）
キϟベツ（඼छɿ࠼Ի、ळౙどり）

छ概要ߞ（5）
・೻छɿ̔月３日（බശトレイ ň35cmʷ

�2cm、242݀、0�217m2ŉ）
・ ࢪ 肥ɿ 化 成 肥 料（14ô14ô14）、 基 肥

15Lg�10a（̔月27日）、௥肥５Lg�10a
（９月2�日）

・ༀࢄࡎ෍ɿベルマークࡎ（̔月28日）
エルサンೕࡎ（10月11日）

・定২ɿ̔月28日（ג間35cm、੊෯�0cm）、
中ߞɿ９月21日、ᕲ水ɿదٓ（地下水）

・収֭ɿ12月̓日（出ՙ規格඼「݁ٿ」
をબผ）

ಛू３　国಺༗ݯࢿػの࠷༺׆લઢ　ͦの��　ิҨʢ�ʣ

１　എ　ܠ

キνンキトサンは、Χニなどのྨ֪ߕ、キ
ノコྨ、ࠛ஬の外ࠎ格などに広く含まれるఱ
વ多౶ྨであり、ক来有望なόイオマス資ݯ
です。キνンキトサンを素ࡐとする研究分野

（日本作෺学会、όイオサイエンス）の報ࠂ
によるとキνン質は௿ೱ度でも作෺の生育ଅ
進、ൃࠜଅ進、඼質向上ޮՌや২෺໔Ӹを活
性化する「エリシター」として機能すること
からප害఍߅性を高めるとされている。
　今回、෱Ҫ県立大学との共同研究により
開ൃしたʰΧニ֪からந出した高分子キν
ンʱにおいて、農家ะ場で֬ೝする実ূ試験
を行った݁Ռ、作෺の生育ଅ進やප害఍߅性
向上ޮՌ等の有益な情報が得られた。今回は
キϟベツのะ場試験（生育ଅ進等の֬ೝ）、
次回はホウレンソウのะ場試験（ප害఍߅性
向上等の֬ೝ）について報ࠂする。

２　ྩ࿨̑೥౓Ωϟϕπのะ৔ݧࢼ
　　ʢੜҭଅਐ、ऩྔ、඼࣭౳のޮՌ֬ೝʣ

　˞։発඼ɿΧχ֪からநग़ͨ͠ߴ෼ࢠΩνϯ

１ʣํݧࢼ๏

（1）実ࢪ場所ɿ࡛ۄ県ਂ谷市大谷（島ଜ༟ే
（ะ場ࢯ
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（�）開ൃ඼のࢄ෍ํ法
・බശࢪ用̔月27日（移২前日）ɿ２～

３葉期බに開ൃ඼10�5ml�බശ（ೱ度ɿ
20ppm）、50ml�බശ（ೱ度ɿ100ppm）
100mlをϋンドスプレーで葉面ࢄ෍

・生育期葉面ࢄ෍ɿ開ൃ඼５ml�m��区
（ ೱ 度ɿ10ppm）、50ml�m��区（ ೱ 度ɿ
100ppm）を500ml（ୈ２回ࢄ෍まで、
１L༰஝ѹࣜ෾ໄ）～1,000ml（ୈ３回以
߱、３L༰ి஑ࣜ自動෾ໄث）

෍回数・時期ɿ移২１ि後にୈ１回をࢄ・
ࢄ෍、次回以߱は２ि間間ִで計６回ࢄ
෍

２ʣ݁ݧࢼՌ

（1）生育状گ（９月17日）
ୈ１回ࢄ෍（９月５日）12日後に生育

調査を行った。生育調査の展開葉長は十ࣈ
ํ向に展開する葉身の最大葉෯をଌ定し
た。５ml�m�区の૲ৎ・展開葉長はଞ区よ
り有意に༏った（表１）。බശࢪ用区は生
育期葉面ࢄ෍（１回ࢄ෍）区にൺ΂るとや
やྼるが、גの生育量（࡯؍）は農家׳行
栽培（対র区）を上回った（写真１）。以
上のܗ質に見られる生育ࠩは、キνンの成
長ଅ進ޮՌと言える。

（2）生育状گ（９月2�日）
生育期葉面ࢄ෍区は９月５日（ୈ１回）

ද１　݄̕17日��ੜҭௐ߲ࠪ目の౷ܭॲཧ

写真１　�݄17日のੜҭঢ়گ

࿮಺の左੊ɿබശࢪ用۠
தԝ੊ɿ５Nl�N�۠、ӈ੊ɿ50Nl�N�۠

೶Ո࠿ߦ׳ഓ（ରর۠）３੊
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と18日（ୈ２回）に規定量をࢄ෍した。
ༀ害等のো害はなく順調に経աした。定২
一月後の９月2�日は生育ステージがਊ葉
の立ち上がる時期である。ะ場の࡯؍では
キϟベツの生育量はබശࢪ用区、生育期葉
面ࢄ෍区が農家׳行栽培（対র区）を上
回っている（写真２）。展開葉長はබശࢪ
用区（10ml区ʼ50ml区）、生育期葉面ࢄ
෍区（５ml区ʼ50ml区）ともに対র区を
上回り、有意水४１�で有意ࠩが見られる

（表２）。生育期葉面ࢄ෍区（同時期まで２
回ࢄ෍）はබശࢪ用（育බ期１回ࢄ෍）よ
りも展開葉の৳長ଅ進が見られ、গ量ࢄ෍
でも高い生育ଅ進ޮՌがೝめられる。

（3）収量調査（12月̓日）の݁Ռ
生育期間の葉面ࢄ෍は収֭25日前まで、

２ि間ຖに６回行った。ਊ葉の立ち上がり
以߱は外葉の展開がԢ੝でג間の重なりや
葉の಺ଆへの湾ۂなどで、その後の生育ࠩ
は൑વとしない。キϟベツの収֭は収֭
期に෯があるため、ここでは収֭開始初
日（写真３）のデータをもって収量とし
た。収֭は区ごとに農家が出ՙ可能な݁
・全重ג、をબび（くకまっているߗ）ٿ
全重にはॲ理間にג。重をଌ定したٿ݁
౷計上のࠩは見られないが、５ml�m�区の
重（ਤ２）は対র区ٿ݁、全重（ਤ１）ג
よりもやや高いと言える（݁ٿ重t定検ɿ
p�0�0581）。試験区の全ג数に対する౰日
の収֭（出ՙ基४にద応）ݸ数の割合を
としてൺ（ג数�21ݸ収֭）の充実度ٿ݁
ֱすると、対র区とබശࢪ用区が48�に

೶Ո࠿ߦ׳ഓ（ରর۠）３੊ ࿮಺の左੊ɿබശࢪ用۠
தԝ੊ɿ５Nl�N�۠、ӈ੊ɿ50Nl�N�۠

写真２　�݄�6日のੜҭঢ়گ

ද２　�݄�6日��ௐ߲ࠪ目の౷ܭॲཧ



ۚᖒɿΧχ֪͔Βநग़ͨ͠ߴ෼ࢠΩνϯ͕Ωϟϕπのੜҭɾऩྔ౳ʹٴ΅͢Өڹ

�7

対し、生育期葉面ࢄ෍50ml�m�区は57�、
５ml�m�区は�9�と高い（౰日の出ՙݸ
ମ数）。各区から10ݸを೚意にந出した10
෍の５ࢄ重は生育期葉面ٿମの全重と݁ݸ
ml�m�区が農家׳行栽培（対র区）をやや
上回った。このように、生育期葉面ࢄ෍の
෍量５ml�m�は生育・収量向上ޮՌが高ࢄ
く（ਤ３）、収֭期に規格のଗった݁ٿを
一੪に出ՙできる（表３）。

ද３　Ωϟϕπ݁ٿのॆ࣮౓と10ݸମの૯ॏྔ

写真３　ऩ֭։࢝期（1�݄7日）

（4）キϟベツ݁ٿの඼質とอଘ性（日࣋ち）
分ੳ試料は表３の５ݸମをݸ々に੾断・

ࠞ合後、ۉ等分して分ੳ試料とした。঳
はR2フレックࢎイオンとアスコルビンࢎ
スの定法で定量し、౶度は౶度計（BriY
஋）を用いた。঳ࢎイオンはබശࢪ用区で
௿く、౶度は全区で΄΅同等、アスコルビ
ンࢎは生育期葉面ࢄ෍区がやや高い（表
４）。以上の಺成分の஋は分ੳ試料のόラ

ਤ１　גશॏのॲཧ۠ؒࠩ

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

10ml/ 50ml/ 50ml/ 5ml/

kg
/

ਤ２　݁ٿॏのॲཧ۠ؒࠩ

1.0

1.5

2.0

2.5

10ml/ 50ml/ 50ml/ 5ml/

kg
/

/

ਤ３　10ݸମௐ੔݁ٿॏのॲཧ۠ؒࠩ

10
kg
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ツキ（ݸମࠩ）も考ྀしなけれ͹いけない
が、３成分に関しては૯͡て生育期葉ࢄ෍
の５ml�m�区がྑ޷と言える。収֭෺のอ
ଘ性は表４の５ݸମを室಺（室Թ）に์ஔ
して、一か月間のݸମ重量をଌ定し、重量
௿下のൺ率をอଘ性（日࣋ち）とした。開
始日を100�とした重量ൺ（５ݸの平ۉ஋）
の変化をਤ４に示す。キνンॲ理区は対র

区よりݸମ重量のݮগがগなく、特に
බശࢪ用区と生育期葉面ࢄ෍５ml�m�
区で日࣋ちがྑい܏向が見られた（౷
計学的に有意ࠩp�0�383なし）。

（5）ࠜ域分෍の࡯؍（12月17日）
収֭時に中༱なגをબび、ࠜ域の広

がりを࡯؍した。ࠜがີに分෍する
作土૚のްさは1�cm程度で各区に目
立ったࠩは見られない。ࠜのൃୡ（量、
長さ、広がり等）の程度を農家׳行栽
培（対র区）とൺֱすると、૯͡て、
キνンॲ理区（බശࢪ用区、生育期葉

ද４　݁ٿ಺੒෼の෼ੳ݁Ռ

写真４　ࠜの࡯؍（1�݄17日）

೶Ո࠿ߦ׳ഓ（ରর۠） ੜҭ期༿໘ࢄ෍（50Nl�N�）

面ࢄ෍の50ml�m�区）はࠜ量が多く、ࠜ域
に広がりが見られる（写真４）。５ml�m�
区のࠜ域に目立った特௃は見られないが、
ࠜの৳長、広がりは同程度である。

（�）収֭੻地土壌の生෺性
キνン質をもつΧニ֪（キνンは外ࠎ格

のࡉ๔นをܗ成する成分）をࢪ用すると৭
素଱性ە、์ઢەࡉ、ەが૿加することが

ਤ４　Ωϟϕπ݁ٿॏのมԽ（อଘੑ）
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஌られている。そこで、収֭期にגのपり
から作土૚を࠾取して、生෺性を調査し
た。なお、キνンのࢪ用量またࢄ෍のൣғ
について、葉面ࢄ෍時に水ణとして土壌表
面にམ下した程度のࢪ用量であることを前
ఏにする。葉面ࢄ෍区（特に50ml�m�区）
で৭素଱性ەおよびەࡉ数の૿加がೝめら
れた。一ํで์ઢەは変化せず、ࢳ状ەが
૿加したためA�F஋（์ઢە数ࢳ�状ە
数）、B�F஋（ەࡉ数ࢳ�状ە数）は௿下
した。

３ʣ࡯　ߟ

　今回のキϟベツะ場試験では、開ൃ඼を用
いた生育期の葉面ࢄ෍およびබശࢪ用におい
て、生育཈制やༀ害はೝめられなかった。特
に開ൃ඼10ppm区（葉面ࢄ෍５mL�m�）で
は、対র区およびଞのॲ理区にൺ΂、有意に
生育ଅ進が֬ೝされた。外葉展開期までの生
育は対র区より༏れ、収֭開始期の収量は
౷計的な有意ࠩはೝめられなかったものの、
調੔݁ٿ重は有意水४５�に近い஋（pʹ
0�0581）を示した。඼質に関しても、݁ٿの
充実度、಺成分、อଘ性（日࣋ち）のいずれ
においても、開ൃ඼10ppm区が対র区を上
回り、඼質向上ޮՌが֬ೝされた。特に収֭

ద応ݸମ率は、化成肥料区48�に対し、開ൃ
඼10ppmࢄ෍区では�9�と高かった。これ
は、݁ٿ඼質やܗ質のଗったキϟベツをより
多く出ՙでき、生産者にとっては出ՙద応性
向上のϝリットとなることが考えられる。本
試験では、生育ଅ進、ൃࠜଅ進や඼質向上に
加えて、新たなޮՌとして݁ٿ充実のଅ進、
さらにそのޮՌൃ現にదしたೱ度が10ppm
であることが農家ะ場で֬ೝできた。

３　おわりに

　本テーマの਱行にあたり、技術ఏڙやと大
学ะ場ධՁ等にごਚ力いただいた෱Ҫ県立大
学の໦元教तおよびࠤ౻特೚教त、大規໛ะ
場試験において、有用なޮՌを実ূするو重
な成Ռをお示しくださった日本土壌協会の日
高先生に、心より感謝申し上げます。
　৿࿡（ג）は、今後も「ものづくり」のਫ਼ਆ
を大੾にしながら、࣋続可能なࣾ会の実現に
するソリューションの開ൃに取り組んでݙߩ
まいります。

ʲお໰߹ͤʳ
ホームページɿhttps���XXX�moriroLu�co�Kp�business�

chemicals�
お問合せフΥームɿhttps���XXX�moriroLu�co�Kp�form�

chemicals�

10-1000 10-1000 100-10000 1000-10000 100-500 500-5000
52 240 670 2000 <1( 129 385
130 180 660 3100 <1( 51 238
150 1200 640 3700 <1( 43 247

ද５　Ωϟϕπऩ֭期࡞土૚のੜ෺ੑ
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